
キ ャ ン パ ス 散 策(川 崎医療短期大学)

川崎医療短期大学は、昭和48年 に開学 し、「人をつ くる」「体をつ くる」

「深い専門的知識 ・技能を身につける」という建学理念を基本に据えて、

卒業後直ちにチーム医療の場で活躍で きる高度な専門知識 と技術を持ち、

豊かな教養を身につけた医療 ・福祉の専門技術者養成を目指 しています。

現在は、7学 科、1通 信教育部を擁する総合医療 ・福祉短期大学として特

色ある実践教育を行っています。特に新設の 「医療保育科」は、全国初の学科で、医療知

識を必要 とするこれからの保育 ・幼児教育をリー ドする教育内容が特色です。

本学は、す ぐれた教授陣、最新の教育施設 ・設備、広大な緑豊かな自然環境に恵まれ、

快適な女子学生寮や近代的な体育館 も整備されています。また、川崎 医科大学と同附属病

院、川崎医療福祉大学や川崎リハビリテーション学院、総合医療福祉施設旭川荘などの学

園内施設や関連施設および地域との密接な連携により、他学に類 を見ない医療と福祉の教

育環境 を提供 しています。

本学には、「将来は医療 ・福祉技術者の道を進むのだ」 という目的意識をもって入学す

る学生が多 く、また、ほとんど全員が国家資格試験に合格 し、専門を活か した職種に就職

しています。卒業生は、全国各地で活躍、高い評価を受けています。

21世紀のわが国の社会は、少子 ・高齢化の進展とともに、人間を重視 し、より豊かな医

療 ・福祉を求めています。こうした期待に応えるよう、本学は21世 紀の高度な医療を支え

る、心温かいチーム医療 ・福祉 ・保育の実践的エキスパー トの育成に取 り組んでいます。

恵まれた学園施設とスタッフによる学園連携

川崎学園では、川崎医科大学、同附属病院(写

真右)、川崎医療福祉大学(写 真左)、 川崎医療短

期大学(写 真中央上)の 施設とスタッフを存分に

活用 した全国に稀な 「学園連携」により、医療 ・

福祉のエキスパー トの育成に取 り組んでいます。

短期大学正面

学園全景

先進の教育環境

「川﨑祐宣記念講堂 」は約1,500名 収容の講堂、360

名収容の多 目的ホール、同時通訳室5室 、他 に会議室

等数室余 り、メモリアルギャラリーなどで構成 され、

照明 ・音響 ・映像機器を完備 し、各種学会 ・研究会を

はじめ、学問研究 ・教育のために無償提供 される最新

施設です。

「現代医学教育博物館」は国内唯一の医学教育用の博

物館で、約2,700点 の展示用標本や医学資料が収蔵され

て お り、1階 は標 本 制 作室 、2階 は健 康教 育 ・一般 公 開用 の 展 示室（一 般 見 学可）、3・4

階 は医 学教 育 用 の 展示 室 で、 講 義 な どの 教材 と して もおお い に価 値 を持 って い ます 。

豊富な実習で培 う実力ある資格

最新の施設設備が整備 された川崎医科大学附属病院

との連携により、看護 ・医療 ・病棟保育の実習が質 ・

量ともに充実し、学生たちは、誇 りと自信を強く持つ

ようになります。核医学 ・放射線治療分野の実習量の

多さや、小児病棟を中心 とする医療保育実習はその良

い例です。また、学園系列の社会福祉法入旭川荘 をは

じめ県内福祉施設 ・保育施設との連携による介護 ・保

育実習も充実 しています。これらの成果が、全国上位

の国家試験合格率や 「実力を伴 うライセ ンス所有者」

という評価につながっています。

専門教育の理解をサポー トする目的で、到達度別ク

ラス編成による講義や、自然科学系基礎教育の補充的

な基礎講義なども行っています。さらに、カリキュラ

ム上の授業を補完する目的で、アップ ・ツー ・デー ト

なテーマによる 「医療 ・福祉教養講座」(全学生対象)

を随時、開講しています。
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整 った学習 環 境

蔵書 約77,000冊 の 図書 館 の ほか 、 医 科 大学 ・福

祉 大 学 の 図書 館 も利 用 で き ます.ま た学 園が 開発

したe-learning systemを 活用 した 語 学学 習 や デ

ー タ ・映像 の教 材 活 用 な ど科 学 的 ・機 能 的 な学 習

指導 体 制 も整 備 して い ます。

国際 交 流 も さか ん で、 上 海 職 工 医学 院 と友 好 提

携 を結 び、教

員 ・学生 の 受入れ

・派 遣 な

どに よ り交 流

を深 め てい ま

す 。

快適な生活と感動

女子学生寮は鉄筋12階 建

て、全館冷暖房完備の家具付

き個室です。寮費 ・食費も安

く、専任舎監 ・職員が常駐 し

ています。授業や求人など各

種情報は学内の電子掲示板 ・

自宅のPC・ 携帯電話でどこ

からで もアクセスできるよう

になっています。また、各学科ともクラス制 ・担任教官制で履

修 ・進路 ・就職の相談等懇切丁寧な指導をしています。学生相

談室 ・保健室では、各種相談に応じてお り、附属病院とも連携

しサポー トしています。また、本学独 自の看護学生奨学金制度

による支援も行っています。

部活動を楽しんだり、学生コーナーでは、レポー ト作成、資

格試験準備、学園祭の相談など常に学生が集い、切磋琢磨 しつ

つ友情を深めていく姿が見えます。そして、学成り、功成って、

授章式 ・戴帽式から卒業式に至るまで、学生 一人一人が、まさ

に感動の渦の中に生きています。
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